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e't.tえ意点は縛紛られ?なや8

O~'b 曜ま ν毒害俊機

本線+Jfl.ts滅裂の人総務数は/)， 9家総1.1{. f/.人't，ある奇

9・同ポシ毒事総機敏一，~.是ふカ移ま駐車事グ勝曜章、人械議事審~Jや心~約

機'4i官官銭安続けている。お作物は糸で~ iJ i導型車.!Jto -100 

〆ν t{(()(j~レす欄 4 必Fj の鋭望遠越の総~‘移伎幼滋鯵収録..r

いて償給能幾香住おζ なω、 "'1幸平均(l~裂の童話検事話線ほ .t O()

-wgoe# レプザぜそ，fr1.~A1尚におよんY442号。
ま曹$'(.匁.， )J，~';晶、ポν事&梯従:説 t 臨λ稿者が鈴怒し

一で手らf，命線はT袋潟g絡におれ践祭場関淡の規縫によ b

属訟指績が衆付され郎米る7月JJYJ甲lfF品カ政府高官持

関係重量多数が重量列記総務捻;柴が符苦I::b~予舟~ }訪日は潟動4号、
厳談会1費量盛沢山の行積終止毒事絞裁は築顔。 nfを滋むた@

ヤ今際め地徹夜付はI鵠 S 争?絡を綴湖t，. ~~J 家総1(紛えて、

"'4~ 



日糸穴;8'ゥ・Cf.lft:簿一七、刊紙山手家綴舵櫛Jff，:j1，1-{~: 1:' lては、ド
年品カ政府の日本人移住者に対ヂる好主主と{首紛の奴吉がうか

が五とるすま，，7柱、トルピーリ百政権当時&'c締E註された燦鶏様民総

:む規定および都住開始にあたb筒間政府闘において恋された

合意ふと ~rちめを、現政務が緩行じたと占段、当然り主義弘
♂はい之、偽ーの治郎容fげる日本人移倹者犯対じれ安心感

を与えている在

、 ;Ii'.，1字、ポシ移住地&'C~まいて、会体が米作を行なうには、::水刻

、。務$~隙留がおるが、‘昨今~!ìf:若者は移鋭地をむしろ威信

? の2然強者としてJ考え、.1苦践の根拠は主氷利の便のゑω近郊俗論

におい，ているO.

~筑地入との関係~ういては、現主張';:1，担品ア内tt.Hま喜子。潟

ξ 地人減局銘じて柄るが‘後らは日本人移信者。常、傍い魚、しつ

つお身、 mn督。分化1(..伴司k争吋穏の身分l!q係と、殺2宣告器移調

、'係がEおじ?つある也む~状*'紙、ダハ措りのみならずが鋭~O

界一稔品't前Eおいても通事者参られるとc.ろの也のでい務総入俗、令

官苦後tcz~(':te怒俊明民鰭勤務簿最，~略語争点れぬ際窓、会学問媛獄窓

也、&みられている.tIじる、窮地人はf日本人が情なければ努

おの!ii話が鴎.r....tといっても守るのが現実り襲。-主告でlt>る6

1Ir>>Il 役草書僕地?で紋従来、!日織協連5封勝、移住若手記禦.~，

れた吠イ吋ぜん占早 ν ヂ νtc よ D 、絞る重量S遣のf&'~安行なって

いた様、守重量近ド鼠敏府よ量問診銀総陀対し、本申告(iíÍ:~聖書O~t首ー

が線工容れるとの獄事騒があ吾、下関係者?を喜ばせているι

円~目;



C111ZV 丸みシ予'，~ì\'1l!主k

~(~ィ栄一夕、ーシサ移住地はドミ ι1J <t)r{;央fflS総抜んzbo棋の ι'一

括主主白であ目、 ltf・中I常務の移伎幼である。 ζ¥..rc: ~主税 tr: .z 0 * 
族 çsAヰ L~ 月現守主)の日本人移住者、訪t居住し、おとしてト

A 山守ド、0\"ヤ代ツ、ピ H マン、カワフラワ白ーチヤヤ会事<p~等級

語~~誌の栽培~従事じている己中にはカーネふシ泊シ、カーラ l

' 録。;{~)苧.~主事業とし、好成績1をおさめているもの町もある。

問地区は~.~ ~をの ft.地条件~利汚してよドミ品カの低放で、

!tFU官話義援の供給が侍るその総務期化尚初ナるととによ担、

商白燃のある営幾を行なうととができる()高値とうま<;ぶ

つかれば、/作数千ドルから J万ドル以上の粗収入を毒事げる

ζとも珍らし'<t泣いo また、コシスタンサの盆地はよい44品

カfZ絞井沢と称せられiる係議地で、協気、水道、道路、クヲー

，プ等潔墳は良好である。

移住者i.~ 対ナるこ土地の配分iHî績はムボネザ七地区 10.O'~ ， k.

ι ア(~M) 、 1 後k入植したサピ H ナ地鼠は平均 ~:.f:":"ノ $0 タ

レア CJA4)であ P、ハイチ国境よ担遠隔の地主えでは大樹後

10停で紬織を獲得ナるとの取Dきめにより49夜nmダ れ ポ

kK引き続き、切後年 /0 月に地綴が与えられる?予定で~る o

'との地区の問題としては、化学肥料のみ、の多投による話器楽

の連作によ担主治的のlJlg沃皮がかなb減少して語ている。事長

約作物り導入等による:七機改良が、岡地院における永続的農

業を考える場合、今後の露軍慰となっている。

治問サント・ドミシゴ:t献では、単一作物の漆作によJ.j:土質

'--:3 ""'" 



成、ト.(7，) j打IJ語、冬郊11鍋谷、JtJ;1vi ;tj.砂ゐ余:原粉)')川専用、およぴ1m

劫ほの気後条件絡を総合的 ~é 検討し、ドミ 4.i カ[司市場で秘め!

包℃商品{r同僚の潟w冷涼悦果樹を総隊約Uて潜入浴;段 jr~ ・会奨毎lj じ

ているο 潟夜、ζれらの来実務H立百混とじて米関よ必翰不され

ておP、現地鼠果実(ナランハ、j司シげ、パパイヤ、パ宇・ナ

等 Ut比べ't:意事〈ほど高価である611世伊~筒哲ユペド 6 ドミシヘ

ゴ支部地t米闘がら翰入した稔島には次の総頒がある。 i

プド目秘主 Dんど、主号、梨‘いちぢぐ、「桃、締、ー主主{マッ

V品 Jヤ円ム)

;:'， P::~: ，，' ~~~.;ii ア替住地

当移住織に欽 16家後fr44bb、ロン';:i..dJシサ移住地Jとzラベ目

. tl市な結ぶ街道沿いにあるため、ドミ ιカ内の然防移住地対

l はもっとも市場の伎に恵まれている移住地である占様潟は約

..8.0.0仇ぞであgvr裁繕作物としては、水稲、トマト、その他

ι 》の綴擦である。 i硲俸は擁梁類は穴巾な高絡を示 Jし、移住効e:

活況を廷したが、今年￥月~ /，日、同務省:加には 30t.rφ来の

』え

，書提ßíJ，~認を伴~った除替があり‘幾作物qz;相当の被答を受けた。

需品格V<.説けるF争犠E立会ぐ珍らしい ζとで、怨除当時の状w
を記 lてみると、 l当日の午前中は平常巡り防災であP、併後

£時頃より喜重 P始め、 3時半頃よ P小雨が降Tmすと関陣(!C.

径が降 P始めた。次第に談風雨11:じ bの2誌となbι 菌、筏02:.t:. .. 

“大の容が約 {(O'"'60分降b、移住紘一殺が一時怒りため仁

楽自に袈われた。移住織のス νHト・トタジ燦棋の家E量内で
向￥長、，



kl ESもさ Lたれぬ俗どで!あ b、もロツ γ内VC詩，ゐfT41R小路沿

よぴ現地入のi鱒獄後僚級は欧主訓話ぷ払lT、険i都中り:1[1;¥て象

外I't:JU1られぬ程であった。

i司移住地は緩近になっだようやくもちなおしw移住者一附

。営幾院はげんでY'Iる。

。その他の滋伎免

その他ロ{ヒ「師、移住地(アグア・ヰグラ、アルタグラ νγ)

~.6 家燦~ 9名犯往している。

岡地区はャハイ 1-.eの悶墳の僻織にあり、Wf;(rC殆んどの入

植者が帰闘ないじ潟米紙住を行なったととろであるが、残傍

殺は殿様。ロー巳I【樹を管理ナる一方、議簿、Ii.栽場君事を行

*-っている。コ日ヒーは現主主/キンタル (~>s 句) J 0ドル

とい脅ーかつてない潟他を呼んでお担、か衣 bの潟余収入を得

ている。た官、尚治区は余〈の僻地であ担、将来も復活の続

拠をお (ltf.t必すそしも適当とは考えられないので、サント@ド

ミンゴ支部では移住者の窓志および資金潜穂状況を勘潔し、

中央総円、満i次総伎させるととを考威している。

その他移住若手は都市近郊、その他各地~散在し、幾男語、近

、郊話器菜作、商究主事(rC努力している。生活状況は一様ではない

が、殆んどがかな bの現金収入を得ている。特色あるものと

ョじて、ダハポシの日部の移住者が共同でドミ品カ中央総の水

、問地平首を $.00()占レア (30(Jtfa)f台地し、トラク夕日、

精米施設全容を保有じ、大規綾な稲作を行なっているのは、家

"':. .t ，.._ 



放w約:ρ仰を'絞った総合(l:してお;段、4れ、でいあ o

当阿の:iE6'1・453b:部が行なった入樹立?のTrlt)終j見事自の関綴1((， よ

れば‘現金粗収入の磁1(r(.むいて、ドミ、ベヵl弐街然自J1移住地を

Oft!縦している。ドミ品カのベソが米!lliとバずであ担、 {ut閣

におい?亡、使いでがあるのが独'*であり、統主投機に よる白書をの

4 時帰閥、著書言語、あるゅは南米視察者などが最近ポツポツあ

らわれているのは、ドミ品カ移住者の綬近の総主r縦 bと言営

燦成績を良〈ぶしでいるものといえよう。

Eちなみに、 10月のオリ νピックにも数家艇が母悶訪問の

:予織といわれる}

以上

、

、
， 

"" ，6 "" 
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久 '1~ ミょ; j/共和閥抗:妹、 yfi:4116月ls 1:1銃犯/1 '!家族 .1'-/;1 (.¥ 

木がOf伎じている。 ボ恋人総始以グハポゲ、?ヨシヌ声ンガ-、

ハラパコア九アグγネグラ地区で、移住者・は次約I'<::都市況生11あ

えらいは;(;.の自1)1，の・ hjl，l3:~分散、 9â~ レ(lρ 〈何i I旬伝:ある。

機関者の営農意欲対的!盛で、綬LH1の縫磁敬1の俗i務際貨とあい

号まって4就くー在日の例外を除いては営燦成綴拡声問in'1:Jミ好であり、

r.F ~ v;よね1当大規模の機械化によ P米作，>!e行ない、好J!;，綴をあげ

ているものもある。ド樹入の対移傍若?感情も、トノレビ山りヨ政繍 J

i針擦の混秘時を除いて、ぞれ以後は、慨して良〈、と<vc問Iifl，

2:ナべ主人立は認められ1j:ぃ。

。ダ内ポシ移住地

本年 6F.l/.S 日~布。入楠者数以.?， 9芸員淡 If{.が人である。

ダハポシ移住地は、ドミ品カ移住鈴 f同fの入総者三 7i-Jb.rfr

f号沿 '/;f~品券焼けてγ， JL 。 34作物似合iそで、/戸当!l g 0 ~ 100 

#レア(10ρ占レア回 6da) の割当地の f也氏、移住地ìi!傍 ~C ;}l 

いて fl?J由農業をお ζ:ない、/戸平均の~との栽i存関税は 300

~t，(OO タレア (lg r;;..?， f{. Aa )におよんでいる。

LEιι977RK〆ハポ守移住地陀i1}i If!!J入植者が到渚し

←'J:"持Lb-kfTr無←(l"J: τm:減.，K4fミv'c当及、燥機梢民法の規定~よ P

-互設泌総dlZE付訪れ;ゑム去る 7月:J.9 f.l )>'ミ品カ政府高官、

関係省多数が会列し記念式典が行なわれたo当日は巡励会、

淡談会主事鹿沢山の行事t亡、移住者は笑顔の/日をi怨した。

ft-陸他虫色格、~f;J:惇一調子 11' ~f.'を鰐海i しih432号訴:V'C加えて、J1

""./ ，_， 



決え?日}?J!予選.k:~(:いない 7 家玖叩JLj即日本型企にーとÌ':l:，，. ド

:tfユゑi!ま1FT竺日j型A・4命;fif煮によすする好1主主立?積191まJ::'~~忠男h
e 221・みQ 官丘北トル l~ …り田政権当時院側鈍され氏重量欝i自民総

ωt却~Jなおよび1安住開始 (ri; ;b決';)J T可悶政府Ilij~ヒヰ示いてたおれた

合主まのと Dきめを、;現政僚が)現行したととは、当然のC.t，¥ 

tまいえ、他のjfi1~去に夜伎ずお 8;本人移61420t 対 1ンで・p 安心総

を与えている。

ダハポシ移住地において、全体が米作を行なうには、水車tl

の岩手'の陶磁があるが、‘的今の移住者は移住地をむしろ局検

り本拠と、L，て考Jh労農の根拠は、水利の使の良い近郊f合;Illi

/fC主まいマ!.?ふ'o

者地i人と』危関係，!'C.~きり主』堂、説話口 P一色7:内.vz:+:~まど。潟

理人空昆{主虻ç~"~~' ，， 彼らは日本人移住若手'2)賞俄1PTF じ?

つあ担、階j留の分イb/fC#-なうー穏の身分関係と、相互依1:n舟
係が強じつつある'0'との状態は、ダハポシのみならず、総の

b ロ品'1(11;おいてもi澄務参られると ζろのもので、税地入の

背後11:と((te;怒質な煽動者全容が潟われぬi根担、まず問題はな

いと&がれている伶むしろ、況鋭人fまH日本人がいなければ苔

々の生活が凶る H といっているのが現爽の姿のようであるo

p グハポン滋住地では従来、!日海協連当時、移住者。て貸与法

れ，たデ司.--l!ルこζ シタン Uむよ b、成る穂皮の鎗t訟を行なつ之

いたが、綬近ド国政府よ Tlff3移住地(te;対し、本格的発官主役備

が路工されるとの灘識があ b 、関係者~喜ばせてW る。

自，2"，・



?tdzIジ以タシサ移住総

ロシス主シサ移住地はドミ品~の中央部l海抜/. J () ()仇の

議在地、であ b 、 3界中常務の移住地である。 ζ~ I'tは潟毛筆.2 0 ~祭

殿 8$~(6 月現在)の日本人移住者が居住し、主としてト

岬 f、キヤペ以、ピ同苛シ、カ官アタワ向、チ争，.γ号事の高級』

革喜楽の華主主tfl't従携しでいる。ゅにはカ吋ネ l由主〆羽 ν、カ開予

苦手の花升を専業とし、好成緩をおさめているものもある。

同地区除、その立地条件を利剤して、ドミ品カの低地で、

一藤ll(11:語苦楽の供給が修るその繍境織に向荷するとと~J:!)、

磁尚隊のある営燦を行なうととができる. 潟償とうま〈ぶ

つかれば、 J作数千ドルから J万ドル以上の籾収入を挙げる

にとも珍らし<.~い@また、コンス占ンサの盆地』宜、ドミ品

カの戦井沢と称せられる保養地で、電気、水遊、滋殿、ク?

プ等環境は良好である。

移住者!tC対ナる土地の邸分磁穣はハポネサ地区 /0 0 ?レ

r ア(1( iゐ)、後y'C.入植したサピ『ナ地区は平均.zSN$Oタ

レア (3M)であり、ハイチ悶境よ担域防の地域では入植後

10年で地衡を獲得するとの時(!J .l!めにより、第/悶ダハポ

ンκ引き続昔、母日後年 /Of3(o1:1'出絡が与えられる予定である。

との地阪の陶鏑としては、化学肥料のみの多投による鋭言語

の述作によ b、土地の肥沃皮がかtd減少してきている。線

制作物の毒事A等による土壌改良が、岡地Eまにおける永続的幾

栄を考える場合、今後の線高震となっている。

当回サント・ドミシゴ交官官，"Cは、勝一作物の連作による::h奴

，.，3 ..... 



総 Fのお閥、制拠出j{!~泌dk おけるふ弟l労)Jの出nおよび [f昔
、Jt!t阪の気候条件絡を総合的択:検討し、ドミ只 ';h悶市場'Ci返め

l セ硲品価飽の高い冷涼怯果樹を試験的に滋入、裁械を奨励し

でいる。 現裂とれらのよ長笑殺は主とじて米鋼よ担輸入され

て治担、現織強果実{ナ予シハ、マ ν':;(、バパイャ、パナナ

害事)~比べて質事 4 ほど潟価である。昨年当鴎サシト・ドミシ

tfE定者自治t米閣から輸入した穂留fては次の械類がある。♂

プド時鋭、 bんど、寄与、梨、 IAちぢ〈、挑、秘、まま(."'1' '1 

$''''ル円ム}

。ハ歩パ:jア移住地

当移住地~fま I (，家集K:S'~お b、ロンス合ンサ移住地とラペ円

ガ持i.'tc 給ぶ街滋事~¥f> 0:あるため、~.ミ ι 力内の集岡移住地で

はもっとも市坊の仮(iCJ，読まれている移住地である。線高は約

t (J 0品であ夕、殺犠作物としては、水稲、トマト、その他

.の綴裂である。昨年は議梁鎖は火時1沿溺健在示し、移住地は

活況をfきしたが、-今年¢月oI6目、 fi司移住地には 3.0停主将の

後風雨を伴なフte降裁があ P、農作物I'C相当の被容を受けた。

熱般における降Z撃は会 4 珍らJしいととで、:~除当時の状況

を記してみると、当日の午前中は玉J1.1寺巡.!JU青天であ P、午後

3時頃よ P喜重 D始め、 3時半頃より小mが絡 b向ナと向l待&t

Z惑が降 P始めた。次第に家風雨まじ Dの筏とな b、直径.z.s
聞大の忽が約 f/. O~~.o 分隣担、移住地~{Il'が〕時Z誌のため

家自に革連われた。移住地oスF レ叶ト。トタン鼠棋の家E宮内?で

九'-f/.';-



はす再もt¥\;と ~'l. ~h vteど;-.cおp、各刊ツ -'j-内抗;持lるfti15fi、土語、お¥

/ 主ぴ現地入の筒1況な勝訴VJ、l次1t飛J;'桜-e、it{!~立中 ~jぬく ν町議;(

。l(re tI:¥られぬ穆であった。

一i司移住地紋歳近になって j;~ゃくもちなかじ、

営燦voまげんでいる。

0その他り移住9d

移俊幸?ーサ話i

その他コーヒ“移住:J1l! (γグプ。ネグラ1 、

~6 家族 J 9i'，在住し七いる。

アルタグラ tノア}

同地lぎは三〈イサとの因坊の自需給にあり、艇に殆んどの入

相者が帰悶ないし南米転伎を行なったととろであるが、残'iR

宅5・は日正植のロ F ヒー樹を傍到する一方、祭実語、豆栽iif絡を行

なつ"tltいる。ローピ…は現在/キシタノレ (f/.!;k書)， 3 0ドル

とい告かつてない潟僚をi序んでおb、かな Pの潟金収入を得

ている o~記官、岡地区は会〈の僻J1l!であり、将来も生活の根

拠をお〈には必ずしも移出とは考えられないので、ザントゅド

ミミンゴ交官1¥では移住!'t1・の意志沿よび資金言tH賞状況を:I勃然し、

4 マ中央部へt部次松住吉ぜるととを;!H議している。

その他移住者は都市近郊、その他各地~j技省i し、義勇品、近

一書官級栄作、商宛等(rC努力している。生活状況は一様ではない

が、~殆んどがかな Pの現金収入を得ている。特色あるものと

して、ダハポンの・ 4 剖tの移住者が共向でドミ ιカ中央部の水

間i自殺をふ 000主レ 7(300tfa)借地し、トラクタ目、

精米施設等を保有し、大規模貫主稲作を行なっているのは、露英

;，，;-，S ̂'-



，政労作の宇i'を絞った総営 L!て11:11おれていゐ。

"~月!ぜ!り l，l: 5'i・ 4号・ yi. 詰i~J!A行たつ糸.人格殺の常淡協訴の Mf1従前:よ

れば、説会~1l収久のiìJï ~，:-;J.， v.、マ;、ドミ ι カ('):紛然 11)1，移住地主

引き時躍している() F>宅ι カのペソが米世静止ノf下であ夕、働関

/tf..わいて使いでがあるのが検隊であり、航呼，1舗に Jよる白書をの

ーI時F静岡、感参、あるいは雨米視察者などがj設近ポツポツあ

らわれているのは、ドミ ι カ移住手7・の絞近の健三ト振 bと、営

j良成綴を良〈示しているものといえよう。

(ちたみに、 I0 月のオリンピックにも数芸員放がf尋問訪 I~U の

予定といわれる)

以上

N ，b"""" 
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半6月I!J 関 E日夜の~~!入移住者数は次のとおりである。
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